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堀

I

ケ イ ン ズ と 社 会 会 計

責大

マクロ経済学は社会会計をa frame of reference

とし，それに拠って成立っている。この社会会計につ 

いてのケインズの考え方は，今日では半ぱ無視された 

傾向があるが，もう一度あらためて再考するに値する 

諸点が見出だされる。それはケインズの一般理論に含 

まれる。

(1)景気変動における最終生産物ではなく，中間生産 

物変化の強調

(2)社会会計における事前，事後の導入 

の2点である。

社会会計は経済全体を会計学的体系として捉える方 

法であるが，この方法はさらに二つの基準によって分 

類される。

第一に，求める体系がフロ一の体系かス.トックの体 

系かということ，例えば，最終生産物というフローの 

勘定体系か，あるいはS 民貸借対照表というストック 

の勘定体系か，ということである。

第二に，統合と結合の問題がある。結合connection 

は，二つの勘定を単純に足し合わせて一 3̂の勘定とす 

る。統合consolidationは二つの勘定から同一の費目 

を収入側と支出側とを合併する時，両者を勘定から落 

してしまう手法である。後者が最終生産物の構成手法 

であり，前者はたとえば産業連関表に生かされている。 

経済学的には最終生産物の動向も中間生産物の動向も， 

いずれも劣らず重要な指標であろう。

さて，ケインズの社会会計はいささか難解であり， 

誤解を生みやすい。以下私はミラー〔1〕の記号をその 

まま使って，ケインズの説明の不明確なところを指插

し，いわばミラーによるケインズの社会会計の再構成 

を行なってみたい。ケイ.ンズは社会会計の分類基準に 

ほとんどこだわっていないようである。

まずケインズにおける定義は，

A : 完成生産物の家計，企業への販売から得た企業 

部門の総貨幣収入 

Ar ：完成生産物の企業部門内購入 

G ：企業の全資本装備の期末貨幣価値 

B':資本ストックを期間中未利用のまま価値を維持 

するための維持補費 

G'：資本ストックが未利用でが維持に使われた場 

合の期末貨幣価値 

G'-B! ： A の生産に利用されなかったとした場合.

前期から維持された資本ストツクの価fe)

G—（G'—が）= / : 当期投資の貨幣価値 

ひ= 〔び一が）一（G—ん）：使用者費用user costの 

定義，いわぱA の生産のために犧牲にされたもの 

の尺度 

上記2式から

U = A i ~ I

ところでケインズの使用者費用C；の考え方は，生産 

が活発化すれぱ中間生産物が大となり，Alt'—(G_AiU 

である。しかし生産の増加は実はG, A iともに 

増加させるのであるから，G -んは不定であり，A t  

と一方的にいえない。 ミラーの場合，資本勘定 

取引にすべてをiT Eし直して，統一をはかっている点 

で合理的である。つまり統合勘定の明確化である。ミ 

ラーの正では，

注 （1 ) ひ 一 か す な わ ち /Tを資本ストックとすればI t^ K i-K t .  
とすればG ^=K i-iで，この方が判り易い考え方であろう。

( 2 ) ミラーの場合，この点は明瞭でない。

が純投資である。もしかという維持費をゼt
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M  ：中間生産物（企業間経常勘定取引）の貨幣価値 

A , = A ,-M  ：企業内資本勘定項目の貨幣価値 

ぶニA —M :粗最終生産物

び= (G '_B O —（G _ A 'i)= ズ1 - 7  

かくしてU 'は固定資本減耗A 'lと在庫修正/の両 

者から成る。

いま固定資本減耗を5 とし，資本ストックが未利用 

ならぱがのほか費用はない（5 = の。生産活動が行わ 

れれぱ5 > 0 となる。

iU'-B-)は企業部門の意図しない在庫投資/u„ を現 

わす。故に

C7' =  B +

需要の増加に応じて在庫引出しが行われれば，lun 

< 0 .故に一/«„> 0だから，びは増加する。すなわち 

び一B>0 Clun<0) 在庫減少 

U, = B (/u» = の在庫一定 

U'-B く0 (7„„>0)在庫増加

あるいは lu n  く 0-- *'11--

投資一貯蓄勘定は

= A\-U 

= /

である。

さらにミラーに従って 

Y 国民所得= ぶーび 

C 消費=A '—4'1 

F 要素費用

$ 5 企寨者所得（粗利潤)= ぶーCF+び)

これにび= ぶ1一7 を代入すれぱ 

04'—i4'i)+/=_F+{6

したがってケインズの社会会計は

—びヨF+0さC+/
(a) (b) (c)

(a) 総収入

(b) 総所得

(c) 総需要

これが一般理論における社会会計の定義である。 

ここでケインズのおおよその意図が察知される。す 

なわち使用者費用によって中間生産物を現わし，景気 

変動の見地から中間生産物の変化に着目していること,

さらに在*引出しが経済の活況を反映して中間生産物 

びの上昇をきたしていることから，びニ5 あるいは 

/ « „ = 0は一種の「均衡」状態とみることができる。

もちろんこの均衡は，安定性，一意性を論じるに足 

るだけの一般の均衡とは異なる。たとえぱ，例の 45。 

線 （総供給曲線）と総需要曲線との交点を考えてみよう。

上図のようにE E を総需要曲線，45°線を総供給曲 

線とした場合，交点は総需要. 総供給の「均衡」であ 

る。-ここでは事前の均衡ん„ = 0 が成立している。し 

かし問題は，もし5 点のように在庫減少がある場合， 

あるいはC点のように在庫増加がある場合，5 点を>1 

点へ，C点をぶ点へ押しやる力があるのかないのか， 

かりにあるとして，その力は何であるのかを明確にし 

なければならない。われわれが短期期待（の弾力性） 

の問題を重視するのは一にこのためであり，かつ期待 

の強力性に及ぽす諸要因を追及する（たとえば現金残高 

等）のもそのためである。

いずれにせよ，われわれは今日あまり重視されない, 

社会会計におけるフローとストックとの関係，景気変 

動における最終生産物と中間生産物との相対的重要性 

に，より注目する必要が実際上あるとおもわれる。
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